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令和６年度を振り返る 

 

学校評価にご協力いただきありがとうございました。 

学校では年度当初から、子どもたちの「徳（こころ）・知（まなび）・体（からだ）」の成長をめざし

て教育活動に取り組んでまいりました。学校評価をもとにどんな成果があったのか、改善すべき点は

どんなことなのか、会議を重ねました。その中で見えたことなどについてお知らせいたします。 

 

１ こころ「自分も友達も大切にする子」 

 達成度：自ら進んであいさつをする子→88％ いじめのない学級作りに向けて取り組む子→8６％ 

 あいさつは外部の方にお褒めの言葉をいただくことがよくあり、あ

いさつできる子が多いと感じています。委員会活動でも取り組んでい

ます。しかしなかなかあいさつができない子もいます。あいさつは強要

するものではありませんが、大事なコミュニケーションのひとつです。

あいさつが持つ力で、学校・地域の活性化や防犯効果アップも期待でき

ます。大人も子どもも当たり前にあいさつをする地域・学校を目指して

いきます。 

 いじめのない学級作りについて、昨年比で２ポイント上昇しました

が、目標達成には至りませんでした。「どんな場合でもいじめは許されない」という認識を誰もが持た

なくてはいけないと思います。昨年度から「学級活動」「道徳」「児童会企画」に力を入れ、学校全体で

取り組んでいます。短期間で効果を出すのは難しいかもしれませんが、心の耕しを重視して継続して

いきます。 



２ まなび「進んで学ぶ子」 

 達成度：授業がわかる子→93％ 読書に親しむ子 6８％ 

 授業がわかる子については、昨年度比３ポイント上昇しました。子どもたち自身

が、自分の学習状況はおおむね良好だと手応えを感じていことをうれしく思います。

タブレット導入から約４年が経過し、学習の用途に応じて、タブレットがよいのか、

プリントやノートがよいのかなど、場に応じた使い分けが効果的になってきたのが

大きな要因かと思います。また「個別最適な学び」「協働的な学び」がより意識され

ているのも一因かと思います。今後も日々の授業を大切にしていきます。 

読書については、目標に到達しなかっただけでなく、昨年度比１ポイント下がってしまいました。

紙の本よりタブレットの時代という影響もあるかもしれませんが、心の栄養、読解力の向上など、メ

リットもたくさんあります。読み聞かせの充実に加え、家庭読書の日、児童によるペア読み聞かせ、

委員会活動の読み聞かせなど、読書関連の活動も増えています。学校の図書室やジンタ号(移動図書館)

の活用も含め、ご家庭と連携しながら、家でも学校でも本に親しむ機会を増やしたいと思います。 

３ からだ「命と心を育む子」 

 達成度：目標を持ち運動する子→88％ 早寝・早起きをする子→88％ 

 目標を持ち運動する子は，昨年度比 2 ポイント上昇、早寝早起きをする子は昨年度比 4 ポイント上

昇という結果でした。運動については、痛くない扱いやすいボールを全学級に配ったことで、遊びの

内容に変化が現れ、外へ出て遊ぶ子が増えました。今後も体育授業の充実や外遊びの奨励をしていき

たいと思います。 

 早寝・早起きについては、本校独自の「朝起きられるかな運動」のおかげで、子どもの意識が年々

向上していると思います。朝ご飯の摂取をはじめ日常生活における基本的な生活習慣の確立の大切さ

を指導していきたいと思います。 

 

 成果が上がったことは継続し、成果が上がらなかったことは改善点を考えることで、これからも子

どもの成長につながるよう努めていきたいと思います。 

 先日、いつもお世話になっているスクールガードさんが、「歳は薬。毎日見ていると、子どもは年月

を重ねながらちゃんと成長しているのがわかります。」とおっしゃっていました。何年も前から、毎日

見守ってくださるスクールガードさんだからこその言葉だとしみじみ思いました。様々な経験を重ね

ながら、自分らしさを大切に成長していくことを心より願っております。 

 

【令和６年度→令和７年度】 

 今年度も本校の教育活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございま

した。保護者のみなさまや地域のみなさまに支えられ、学校教育を行うこ

とができました。心より感謝申し上げます。 

 また令和７年度は、向山小学校が 50 歳(50 周年)を迎えます。子どもた

ちとともに、「学校の 50 歳をお祝いする年」にしたいと考えています。 

 次年度もどうぞよろしくお願いいたします。 


